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1. はじめに 

コンクリート構造物が解体された後，リサイクル

コンクリート材（以下 RC 材）として適用されてい

る．この RC 材は現在，道路の新設，拡張工事の際

に路盤材料として適用される場合が多く，一部は埋

め戻し材として適用されている．しかしながら今後，

道路の新設工事は減少すると予想され，道路の拡張

工事は継続されるものの，RC 材の使用量は減少する

と考えられる．また，高度成長期に建設されたコン

クリート構造物が老朽化し解体されることが予想さ

れ，大量の RC 材が供給されると考えられる． 

ここで近年，再生粗骨材は JIS 化され生コンクリ

ートへの混合も可能となったが，原コンクリートが

高品質であることに加え，表面の凹凸を除去し品質

を高める必要がある．さらに，生コン製造プラント

におけるストックヤードの確保などがネックとなり，

路盤材料，埋め戻し材の他には再生粗骨材の適用が

進展しているとは言えないのが現状である． 

このような見地から，RC 材の使用用途拡大を目

的に，種々の取り組みがなされているが，本文では

特に，要求強度の小さなポーラスコンクリート（以

下，PoC と称す）へ適用し，RC 材と再生細骨材，お

よびセメントペーストのみで PoC を作製することを

目標とする． 
 

2. RC40 材と再生細骨材の物理諸量 

本研究で用いた RC 材と再生細骨材の物理諸量を

表 1 に示す．なお，同表に示す RC 材の物性値は，

購入したプラント（長野市内の RC 製造プラント）

で公表している値であり，粒径は 0(mm) ～40(mm)，

原材料は全てコンクリート廃材となっている．不純

物量の測定も実施されており，タイル・レンガ・陶

器類，プラスチック片，および木片・紙くず・金属

片等が質量比で 0.5%程度含まれているとの結果であ 

表 1 RC40 材の物理諸量 

 RC40 材 再生細骨材 

表乾密度(g/cm3) 2.43 2.36 

絶乾密度(g/cm3) 2.31 2.20 

吸水率(%) 5.12(5.20) 7.27 

単位容積質量(kg/l) 1.53 1.44 

実積率(%) 66.2 65.5 

5(mm)フルイ通過分(%)*1) 21.70 － 

*1)5(mm)フルイ通過分の質量百分率 

 

った．一方，購入した RC 材の粒度を確認したとこ

ろ，5(mm)以上の各フルイに残留した骨材は，公表し

た値と大差ないのに対し，5(mm)を通過した細骨材質

量が公表された値の半分程度であった．これは，RC

材の製品ヤードから採取した際に，上部から採取し

たものが多いことに起因し，細粒分の多くが下部に

堆積していたものと考えられる．さらに，5(mm)以下

の各ふるいに留まる細骨材を目視により確認した結

果，2.5(mm)フルイに留まるものは，コンクリート片

が多いのに対し，2.5(mm)フルイを通過する粒子は茶

褐色をしており，土粒子が比較的多いと考えられる．

このため，PoC を作製する場合において，RC 材のう

ち 5(mm)フルイに残留するものを粗骨材と位置付け，

また，5(mm)フルイを通過した成分は，細骨材の一部

と位置付け，公表されたふるい分け試験結果に基づ

き粒度調整し，再生骨材と土粒子を混合したものを

使用した． 

さらに，同表に示す再生細骨材，および RC 材の

細骨材の一部として用いたものは，本校の学生実験

で使用したコンクリート廃棄物を粉砕し，5(mm)フル

イを通過したものである． 
 

3. モルタルのフロー値 

図 1 にセメントに対する再生細骨材（S/C）の混合

割合と 15 打フロー値の関係を示す．ここで，細骨材 
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